


水文化とは、

人々が、水を上手に活用し、ま

た水を制する中で、長い時間を
かけ、生み出されてきた有形、
無形の文化や伝統です。各地域

はそれぞれ、個性的な水文化を
持っています。

水文化には、

祭事や信仰、伝統工芸、水車や

堰等の施設などがあげられます
が、それに加え、水を中心とし
た生活パターンや生活様式も水

文化ととらえます。子どもの水
遊びも、立派な水文化です。

本指針は、

各地域が、このような水文化の

持つ高い価値に気づき、水文化
を保存再生していくための手助
けとなるものです。保存再生活

動は、地域に健全な水循環と、
真の活力を甦らせます。

水文化は、

地域固有の自然環境や社会条件

の中で、磨き上げられたもので
す。そのため、水文化は、その
地域の姿を映し出す鏡となりま

す。また「生活の知恵」を内に
秘めたものでもあります。



概 要

１．本指針の目的と位置づけ

本指針は 水文化の持つ高い価値に改めて着目し、 、

地域が主体的に水文化を保存再生することを通じ

て、地域における健全な水循環を再構築し、地域の

活性化を図るための参考になるものである。

２．水文化の捉え方と定義

「地域の人々が水を上手に活用し、また水を制す

る中で生み出されてきた有形 無形の文化や伝統、 」。

具体的には、祭事等の行事・イベント、水車や堰等

の伝統施設や工法、伝統工芸等、水を中心として形

成された特徴的な生活スタイル・生活様式など。

３．策定作業の狙い

本指針で示したように、水や水文化の現状を把握

し、保存再生活動を展開することは、地域を知り、

新たな成長を描き出すことであり、地域を活性化す

る作業そのものである。

４．策定の作業

(１ )地域の“水”を知る

まず、雨の量、大きな循環（自然の循環 、）

小さな循環（人為的な循環）を把握する。次

に、地域の水資源を洗い出す。これらをもと

に「地域の水循環図」を作成する。そして、

水を通して地域固有の風土を見直していく。

(２ )地域の“水文化”を知る

「 （ ）」水資源と水文化台帳 水文化アーカイブ

を作成し、水文化を洗い出す。次に 「水の、

歳時記」等を作成し、地域における水文化の

位置づけを整理する。さらに 「水と水文化、

年表」を作成し、水文化の形成・衰退の歴史

を整理する 加えて 水文化の衰退要因図。 、「 」

を作成し、水文化の衰退要因を考える。この

ように、水文化を理解することを通じて、地

域の特徴や歴史・変遷を見直していく。

(３ )地域の保存再生活動を知る

地域で展開されている保存再生活動は、地域

発展のポテンシャル、大切な素材と考えられ

る そこで 水文化保存再生活動団体台帳。 、「 」

を作成することで、地域内で展開されている

保存再生活動を網羅的に把握する。

(４ )地域の“水と水文化ＭＡＰ”を作る

これまでの台帳や歳時記・年表の作成によっ

て収集・整理された地域の水と水文化に関す

る基礎的データを、地図に落とし込み「水と

水文化ＭＡＰ」を作成する。水文化は、地域

の姿を映す鏡ともいえるものであり、地図を

作成することで、これまで見えなかった地域

の姿やポテンシャルを発見できる。

(５ )保存再生活動方針を決める

地域は、水文化衰退とともに何を失ったのか

を整理した上で、活動ゴールや、活動方針を

決め 「活動方針書」を作成する。これに基、

づき、地域独自の保存再生活動を展開するこ

とで 水文化の持つ大いなる価値を引き出し、 、

水文化を活用した地域活性化を図っていく。

５．結 び

■水文化の価値

水文化の保存再生活動を通じて、人々はあらため

て水や水文化と触れ 地域の位置づけを再確認する、 。

そして、地域社会の固有のリズムを取り戻し、固有

の智慧を知る。水文化と直面することは、まさに自

分（地域）自身と向き合うことに他ならない。

■保存再生活動は内発的成長を誘発する

これまでは「外発的成長 、つまり、地域の発展」

の原資は、外部から与えられると考えられてきた。

しかし、地域自身を再確認する契機を与えてくれる

水文化の保存再生活動は、自分の身の丈にあった発

展を志向する 内発的成長 を誘発するものである「 」 。

■新たな水文化の創造に向けて

水や地域等の劇変によって水文化は衰退した。こ

うした中で、伝統的な水文化をそのまま保存再生し

ても、定着させることは難しい。水文化の意味を噛

みしめながら 変貌を遂げた地域と水を土台として、 、

新しい水文化を創造していく時期であろう。
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